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Technical NOTE

通常のデバッグ操作と並行して性能評価を進める

ことができる。

高性能トレース付ICEで障害解析

Cortex-AのETM/PTMトレース対応の高性能エ

ミュレータ「I-jet Tracejを使えば、実行履歴を取

得できるようになり、問題発生時の原因解析のた

めの工数を飛躍的に削減できる。

コード解析で隠れたリスクや
不具合を検出

静的解析ツール「C-STAT」を使用すれば、業

界標準のMISRA-CおよびCERT/CWE等のコー

ディングルールへの準拠を手軽にチェックできる。

更に動的解析ツール「C-RUN」を使用すればC言

語標準では検出できない算術演算オーバーフロー

やヒープメモリエラーおよび境界エラー等の潜在

的な問題をデバッグ時に検出・解析できるため

コード品質を向上できる。

「ベクトル化」で
繰返し算術演算を高速化

EWARMのコンパイラ最適化は業界標準のベン

チマークおよび実アプリケーションコードにおい

て業界トップクラス性能を誇る。ソースコードから

Cortex-AのSIMD拡張であるNEON命令を適用

できる箇所を検出して実行コードを効率的に並び

変える「ベクトル化」にも対応しているため、信号

処理において大幅なパフォーマンス向上を図るこ

とができる。コンパイラ最適化はファイル単位お

よび関数単位でも柔軟に設定することができ、デ

バッグ性と高パフォーマンスの両立が可能である。

PMUとデバッグマクロで
性能評価を効率化

Cortex-A搭載のPMU（パフォーマンス・モニタ・

ユニット）を使用することで、CPUの実行サイク

ルの他、キャッシュヒットやデータアクセスなど

多様なイベントカウントを取得することができる。

EWARMのデバッグマクロと組合わせることで、

Cortex-A開発にも
最適なIDEとして進化

今 回 フェ イ ス リフト さ れ た 統 合 開 発 環 境 

「IAR Embedded Workbench for ARM」

（以下、EWARM）バージョン8.10は、ユーザイン

タフェースを刷新しモダンなデザインに生まれ変

わった。高性能はそのままに、お客様は今まで以

上に直感的な操作が可能である。大容量メモリ

利用システムが前提のARM Cortex-Aにおける、

開発およびデバッグ時に参照する変数ウォッチやメ

モリ情報のためのマルチ画面レイアウトによる操

作性向上もポイントだ。

多様なマルチコア構成の開発に対応

Cortex-Aマル チコアのSMP（対 称）型および

AMP（非対称）型だけでなくCortex-Mとのヘテ

ロ型マルチコアの開発にも対応した開発環境と

なっている。SMPではシングルIDE、AMPでは

CPUコア数に応じたIDEを使用して各コアの実行

および停止状態の同期や制御を実現できる。
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デバッグマクロ実行結果
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C-STAT解析結果
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高性能・高信頼性の組込みシステムを実現
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EWARM新UIでのARM Cortex-Aマルチコア対応イメージ（左）とトレースデバッグのイメージ（右）
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